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•オープンサイエンスのための学術基盤を開発・運営す
るために2017年に国立情報学研究所内に設置

•2021年にNII研究データ基盤(NII RDC)の運用を開始
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オープンサイエンス基盤研究センターとは

NII 研究データ基盤（NII Research Data Cloud:NII RDC）



•オープンサイエンスのための学術基盤を開発・運営す
るために2017年に国立情報学研究所内に設置

•2021年にNII研究データ基盤(NII RDC)の運用を開始
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オープンサイエンス基盤研究センターとは

NII 研究データ基盤（NII Research Data Cloud:NII RDC）

現在、国内700超の機関に
機関リポジトリサービスを
提供

現在、国内100超の機関に
データ管理サービスを提供

現在、1億8000万超の
研究論文、研究データ
等の情報を登録



•国立情報学研究所は、中核機関として研究データ共有
のためのシステム構築を行った
＜システム構築のコンセプト＞

•海外の研究者が日本の研究を探索できるように、多
言語対応した検索環境

•人文学・社会科学の専門用語を用いて、詳細かつ簡
便に検索できる環境

•拠点機関が公開した最新データを検索でき、その
データをシームレスに利活用できる環境

人文学社会科学総合データカタログ（JDCat）の構築
オンライン分析環境（JDCat分析ツール）の構築
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人文学・社会科学インフラストラクチャー構築推進事業
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人文学社会科学総合データカタログ（JDCat）

https://jdcat.jsps.go.jp/

前事業の5拠点機関が整備した
36841件の研究データ情報を登録



①多言語対応
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右上のボックスから
言語設定を変更できる

5つの拠点機関が日英で
研究データ情報を提供



①多言語対応
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言語設定を変更することで
表示言語が切り替わる

タイトルをクリックする
ことで詳細な研究データ
情報にアクセスできる



①多言語対応
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詳細画面では、研究データ
情報が日英併記で表示



②専門的かつ簡便な検索

ファセット検索：UIを使って予め用意したキー
ワードを使って検索
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拠点機関は中核機関が決めた
登録ルールに従ってデータ情報
を登録

• ファセットの種類
• トピック
• 配布者
• データの言語
• アクセス権
• 対象地域
• 対象時期
• データタイプ



JDCatメタデータスキーマ
•JDCat登録のための独自メタデータ規格

•社会科学分野の国際標準メタデータ規格
Data Documantation Initiativeに準拠

•合計31の要素
•一部の要素に統制語彙を用意

•トピック
•対象地域
•データタイプ
•アクセス権
•データの言語
•観察単位
•サンプリング方法
•調査方法
•研究助成機関

10

JPCOARなど、他のメタデータ規格
との互換性を考慮して策定



③シームレスな利活用環境
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JDCat

JDCat 
分析ツール

システム
連携

メタデータ メタデータ メタデータ

拠点機関リポジトリ

メタデータ メタデータ メタデータ

データ データ データ

プログラム プログラム

OAI-PMH ResorceSync 
によるメタデータ収集

プログラム

データ

①検索

②データ
入手 ③データ

分析
データ
提供



JDCat分析ツールとの連携
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JDCat詳細画面上のオンライン分
析ボタンをクリックすると、ライ
センス承諾確認画面が表示される

ライセンスを承諾すると、JDCatに
登録されたデータファイルがJDCat
分析ツール上にアップロードされる

JDCat分析ツール上で、分析を行
うことができる1

2

3



JDCat分析ツール

•RやPythonで任意のプログラムが書ける分析環境
•現在、Jupyter Notebook, JupyterLab, RStudio が利用可能
• JDCat, GitHubと連携

•「学認」またはOrthrosアカウントによる認証
• ac.jp, またはgov.jpのメールアドレス所持者は利用可能
•最大10つの分析環境をNIIのクラウド上に構築可能
•構築した分析環境は放置後30日経過後に削除

13JDCat分析ツール トップ画面 JDCat分析ツール マニュアル



JDCat分析ツールの活用
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•Githubに登録したデータとプログラムを分析できる

認証用アカウントを所持している受講者と
URLアドレスを共有すれば、
授業用分析環境として利用可能

https://binder.cs.rcos.nii.ac.jp/v2/gh/
ikfj/2021kpuqps/HEAD



本事業における取り組み

•JDCatの運用
• JDCatを運用する環境を提供し、不正侵入や不正プログラム
対応を行う

• JDCat運用環境の定期メンテナンスを行う
•年度末にJDCatのアップデートを行い、ユーザビリティの改
善をはかる

•JDCatの改修
•ユーザビリティの強化
•管理機能（メタデータ編集、統計機能）の強化
•持続的運用を見据え、管理機能の自動化、簡略化

→プロジェクト終了後も持続可能な運用体制を構築
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本事業における取り組み

•関係機関とのシステム面における連携
•拠点機関リポジトリとの連携試験
•中核／拠点機関のリポジトリからのメタデータ収集
•中核／拠点機関のデータ利活用への技術的サポート
• JDCatメタデータスキーマ、統制語彙見直しの技術的サポート

•データインフラに関する調査・研究
•国内外のデータインフラとの連携可能性
•国内外のメタデータスキーマ、統制語彙の動向
•国内のデータの公開・利活用のユースケース

•本事業の広報活動
•国内外の学会、シンポジウム等における報告
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asaoka@nii.ac.jp

https://rcos.nii.ac.jp/

研究データの公開で相談したいことがあれば
NII RCOSにご連絡ください！
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